
ご意見・ご質問・紹介したい記事などございましたらお気軽にお寄せください。
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７
月
６
日
（
月
）
〜
10
日
（
金
）
の
５

日
間
、
北
ブ
ロ
ッ
ク
と
足
立
ブ
ロ
ッ
ク
の

各
支
部
・
班
・
サ
ー
ク
ル
・
委
員
会
の
代

表
者
に
対
し
、
生
協
活
動
再
開
に
向
け
て

の
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究

所
内
の
「
社
会
参
加
と
地
域
保
健
研
究

チ
ー
ム
」
が
制
作
し
た
『
通
い
の
場
×
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
ガ
イ
ド
』
を
参

考
に
、
当
生
協
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
感
染
予
防

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
検

温
方
法
や
消
毒
方
法
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
の
確
保
、
会
場
最
大
人
数
の
確

定
等
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

活
動
す
る
際
の
注
意
点
や
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
明
確
化
し
、
全
て
ク
リ
ア
で
き
る

活
動
の
み
９
月
頃
よ
り
順
次
再
開
し
て
い

く
方
向
性
の
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
再
開
時
に
は
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
元
に
、
感
染
予
防
対
策
方
法
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
参
加
者
と
一
緒
に
行

い
、
感
染
予
防
に
対
し
て
の
理
解
を
よ
り

深
め
な
が
ら
再
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
７
月
下
旬
よ
り
東
京

都
を
は
じ
め
、
全
国
的
に
感
染
拡
大
が
続

い
て
い
ま
す
。
人
間
の
生
活
様
式
か
ら
考

え
る
と
１
０
０
％
の
感
染
予
防
対
策
は
な

く
、
い
つ
ど
こ
で
感
染
し
て
も
お
か
し
く

は
な
い
状
況
で
す
。「
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
」
医
療
生
協
と
し
て
は
、
積
極
的
に
再

開
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
手
探
り
の

状
況
に
あ
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は

ご
不
便
・
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
が
、
新
し
い
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
、

新
し
い
活
動
方
法
を
一
緒
に
模
索
し
て
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

７
月
14
日
（
火
）
さ
く
ら
の
部
屋
に
お

い
て
、
活
動
再
開
に
向
け
た
感
染
防
止
研

修
会
が
行
わ
れ
、
支
部
・
班
活
動
を
担
う

９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
入
り
口
で
は
担
当
理
事
に
よ
る

検
温
と
手
指
消
毒
、
入
退
出
管
理
が
実
施

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
活
動
の
あ

り
方
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
荒
川
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
お

手
伝
い
い
た
だ
き
、
感
染
防
止
の
た
め
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
後
に
、
非
接

触
型
体
温
計
を
使
い
、
お
互
い
の
額
で
検

温
し
て
み
ま
し
た
。
実
際
に
や
っ
て
み
る

と
、
初
め
の
う
ち
は
な
か
な
か
う
ま
く
い

か
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
経
験
し
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

会
場
設
備
の
消
毒
な
ど
に
つ
い
て
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
活
動
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
区
内
の
感
染

者
数
が
増
え
て
お
り
、
不
安
も
あ
り
ま
す

が
、
活
動
を
再
開
し
た
い
と
い
う
声
が
多

数
届
い
て
お
り
ま
す
。
安
心
安
全
の
環
境

を
つ
く
り
、
少
し
ず
つ
前
進
さ
せ
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

池
袋
に
あ
る
東
京
芸
術
劇
場
で
は
、
毎

年
９
月
上
旬
に
な
る
と
山
岳
写
真
展
が
開

催
さ
れ
る
。
厳
冬
の
雪
山
や
険
し
い
岩
山

で
撮
影
さ
れ
た
数
々
の
写
真
が
並
ぶ
。
そ

れ
ぞ
れ
の
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
努
力
に
思

い
を
巡
ら
せ
、
感
動
が
し
ば
ら
く
収
ま
ら

な
い
ま
ま
帰
路
に
就
く
の
が
定
番
の
コ
ー

ス
だ
▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放
送

さ
れ
て
い
る
「
グ
レ
ー
ト
ト
ラ
バ
ー
ス
〜

日
本
百
名
山
一
筆
書
き
踏
破
〜
」
と
い
う

番
組
が
好
き
で
よ
く
見
て
い
る
。
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
レ
ー
サ
ー
の
田
中
陽
希
さ
ん
が

己
の
人
力
の
み
で
日
本
に
あ
る
３
０
１
の

山
々
を
踏
破
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
追
う
番
組
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
１

座
を
踏
破
す
る
の
に
お
よ
そ
15
分
の
ミ
ニ

番
組
仕
立
と
な
っ
て
い
る
。
番
組
中
に
、

小
説
家
で
あ
り
登
山
家
で
も
あ
る
深
田
久

弥
さ
ん
が
書
い
た
『
日
本
百
名
山
』
の
作

中
の
文
章
が
紹
介
さ
れ
る
。
番
組
を
見
る

た
び
に
、
い
つ
か
こ
の
本
を
読
ん
で
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
▼
２
年
前
の
９
月
、
写

真
展
を
見
終
え
て
帰
ろ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
広
場
で
古
本
市
が
開
催
さ
れ
て
い
る

の
に
気
が
付
い
た
。
普
段
は
あ
ま
り
古
書

を
見
な
い
の
に
、
そ
の
時
は
何
故
か
気
に

な
り
少
し
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
す
る

と
、
本
の
山
の
一
番
上
に
深
田
久
弥
さ
ん

の
『
日
本
百
名
山
』
を
見
つ
け
た
。
私
は

す
ぐ
さ
ま
手
に
取
り
、
迷
わ
ず
購
入
し

た
。
定
価
２
、
８
０
０
円
が
１
、
５
０
０

円
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
更
に
気
分
を
良

く
し
た
。
い
つ
も
よ
り
「
山
つ
な
が
り
」

の
１
日
だ
っ
た
な
あ
と
弾
む
気
持
ち
で
帰

路
に
就
い
た
。

生協活動再開に向けて

（
花
と
お
ば
さ
ん
）

※
１
座
…
高
い
山
を
数
え
る
時
の
単
位
。

※
全
日
本
山
岳
写
真
協
会
よ
り
、
今
年
の
山
岳

写
真
展
は
中
止
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
混
乱
が
続
き

ま
す
が
、
皆
さ
ま
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
？

　

と
て
も
残
念
な
こ
と
に
、
今
年
度

は
今
日
ま
で
利
用
委
員
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
叶
わ
ず
、
皆
さ
ま
の
ご
希

望
等
を
直
接
う
か
が
え
な
か
っ
た
こ

と
に
危
機
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
日
々
外
来
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
る
皆
さ
ま
と
お
話
し
し
、
お
元

気
な
姿
を
確
認
で
き
て
い
る
こ
と
だ

け
で
も
、
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

命
の
炎
も
お
休

み
に
な
り
、
ご
用

意
し
た
原
稿
も
い

く
つ
か
日
の
目
を

見
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
こ
で
、
今
年
の

３
月
に
ご
用
意
し
ま
し
た
、
昨
年
度
の

振
り
返
り
を
今
一
度
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
昨
年
、
３
点
の
改
善

要
望
を
頂
き
ま
し
た
。

①
男
子
ト
イ
レ
の
リ
フ
ォ
ー
ム

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
の
入
り
口

　
手
す
り
取
り
付
け

③
車
送
迎

　

現
在
で
は
、
①
と
③
が
改
善
で
き
、

②
を
鋭
意
交
渉
中
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
、
小
台
･
宮
城
地
域
の
ホ
ー
ム
ド
ク

タ
ー
で
あ
る
べ
く
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、

組
合
員
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
お
力
を
お
借

り
し
な
が
ら
精
一
杯
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
情
勢
も
変
化
し
、
感
染
予

防
第
一
の
施
設
・
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
声
を

お
聴
き
し
な
が
ら
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
改
善
を
重
ね
、
地
域
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
更
に
利
用
し
や
す
い
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ

れ
ば
お
教
え
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニッ
ク

利
用
委
員
会

掲
示
板
虹の声

（
牛
田
）

北ブロック

足立ブロック

荒川ブロック

宛  先 東京ふれあい医療生活協同組合 機関紙編集委員会
〒114-0004　北区堀船３－３０－１６

TEL 03-3911-2005 FAX 03-5944-6015

MAIL soshiki@fureaico-op.com
〆  切 前月の第1月曜日まで。

ワード等で作成したデータをメールで送っていただいても構いません。その際は右記メール
アドレスまでお送りください。

※必ず原稿を送る方の名前、住所、連絡の取りやすい電話
番号を記載してください。

北
ブ
ロ
ッ
ク・足
立
ブ
ロ
ッ
ク

荒
川
ブ
ロ
ッ
ク

（
目
々
澤
）

（
一
石
）

　新型コロナウィルス感染拡大に伴い2月より健康
づくり委員会を中止し、地域に対して健康づくり活
動を提起できなくなっていましたが、7月下旬より理
事会健康づくり委員会を再開しました。今後は8月よ
り、感染予防対策を確実に行いながら、理事会健康
づくり委員会と健康づくり三役合同で会議を再開す
る予定です。組合員の皆様より、運動不足の問題や
食に関しての問題、地域コミュニティーの問題が数
多く上げられています。健康づくり委員会ではその
問題に対し、機関紙『生命の炎』にて紙上健康づくり
講座を開始します。また、一人で出来るウォーキング
チャレンジの企画や、DVDを活用し自宅でできる筋
力トレーニング、オンライン健康づくり講座など、新し
い生活様式に合わせた健康づくりを検討していきま
す。組合員の皆様におかれましては、ご意見・ご要望
等ございましたら下記までご連絡ください。健康づく
り委員会にて検討させていただきたいと考えており
ます。どうぞよろしくお願いいたします。
生協本部・組織部

☎03-3911-2005（一石）

（10月号に掲載したい場合、9月の第1月曜日までに原稿を送ってください。）

コ
ラ
ム

聴
診
器

た 

な
か

ふ
か 

だ

や

ひ
さ

よ
う 

き

　皆さまの新型コロナウイルス感染症感染予防の
取り組みと、東京ふれあい医療生協へのご理解・ご協力に心より
御礼申し上げます。

　少しずつでも組合員の皆さまとのつながりを取り戻そうという
思いから、感染防止のため休刊していた機関紙『生命の炎』を8月号
より再開いたしました。現在北区、荒川区、足立区の3区で組合員の
皆さまのご協力により一部を除き手配りをしており、より身近な形で

多くの組合員の皆さまに健康づくりの情報や東京ふれあい医療生協の近況について
お伝えできるよう努力しております。

　さて、緊急事態宣言解除後、一度は落ち着きが見えたかのように思えた新型
コロナウイルス感染症でしたが、この１・２ヶ月の間に状況は大きく変わり、感染者数は
これまで以上に増加しています。政府による見解と温度差はあるものの、医療介護の
現場は明らかに厳しい状況が続いており、日々感染症の不安と闘いながら地域の
医療介護を継続しています。

　テレビや新聞等で報道されているように、多くの医療機関・介護事業所は経営面
においても危機的な状況に陥っています。新型コロナウイルス感染症の受け入れを
行っている病院はもちろんですが、一般の発熱患者の受け入れや、新型コロナ
ウイルス感染症の受け入れのために病院から退院となった方々の受け皿となって
いる地域医療・介護の現場も逼迫しています。私たち東京ふれあい医療生協も、
日々職員一同懸命に地域の医療と介護を守るため取り組んでいますが、経営面

では極めて厳しい状況といわざるを得ません。

　そのような状況を受けて、機関紙を手配りで届けている組合員の皆さまに限り、
8月号に「”緊急コロナ出資”のお願い」という書面を同封させていただきました。
すでに多くの組合員の皆さまよりお声をいただき、「梶原診療所の経営がそんなに
ピンチだとは知らなかった！」「宮の前診療所のために役立てて！」等、感謝や労いの
言葉とともに出資増資をいただいております。開始数日で200万円を超え、これほど
多くの皆さまに支えられているのか、と嬉しく思うとともに、この全世界的な危機に
おいても、医療介護事業を継続していくことが私たちに求められていることだと
強く感じています。

　皆さまよりお預かりいたしました出資金は、東京ふれあい医療生協を未来に
つなげていくための資金として大切に使わせていただきます。書面ではあります
が、あらためて組合員の皆さまのご理解・ご協力に心より感謝申し上げます。引き
続きのご支援をよろしくお願い申し上げます。

　　新型コロナウイルス感染症の拡大が留まる様子はありません。組合員の皆さま
におかれましては感染予防に努め、体調管理をしっかりとしてくださいますよう
お願いいたします。

専務理事   百瀬 文也

①梶原診療所職員のみなさん  ②東尾久支部 寺田さん夫妻  ③在宅総合ケアサポートセンター事業所職員の
みなさん  ④小台宮城支部 田中支部長  ⑤西尾久7・8丁目支部 阿部理事と竹内支部長  ⑥堀船4丁目支部 小野里
支部長  ⑦西尾久1・2・3丁目支部 西巻支部長  ⑧ふれあいファミリークリニック職員のみなさん  ⑨西尾久7・8
丁目支部 宇都木さん  ⑩西尾久4・5・6丁目支部 渡辺支部長と河城支部役員  ⑪鹿山理事と一石理事

掲 示 板

健康づくり委員会

ありがとうございます！

●①

●②

●③

●④

●⑤

●⑥

ありがとうございます！
ありがとうございます！
ありがとうございます！
ありがとうございます！
ありがとうございます！

●⑦

●⑧

●⑨

●⑩

●⑪

■梶原デイサービスに空きがあります。申込・見学を受け付けています。連絡先☎03-3911-7265

（2020年7月末日現在）
17.117名 500.620千円
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　大腸癌の発生には3つのケースがあります。
①良性のポリープである腺腫（せんしゅ）が少し
ずつ悪性化し、ついには大腸癌になるケース
②正常細胞から直接癌が発生するケース
③遺伝により癌が発生するケース
です。
　前回述べた大腸癌の「癌関連遺伝子」が、発
癌要因（食事、運動不足等）により変異し大腸癌
が発生します。大腸癌の予防のためには発癌要
因を取り除く（食事については次回詳細）と同時
に前癌病変（腺腫）の段階で発見し取り除くこと
も必要です。③の遺伝により発生する癌の場合、
家族に若くして（40才代まで）大腸癌になった人
がいる人は早めの検査を受けてください。

　大腸の長さは約1.5ｍあり、大腸癌の7割は直
腸とＳ状結腸にできます（図）。大腸は小腸から
送られてきた水様の便の水分を吸収し徐々に
便塊をつくり、便はＳ状結腸にとどまります。それ
が胃に食べ物が来ると反射が起こり、蠕動で直

腸に運ばれ便意を催し排便されます。大腸癌の
症状で最も多いのは「血便」で、そのほか「便が
細くなる」「残便感」「便秘」「腹痛」等がありま
すが、これらはすべて大腸癌が大きくなって大
腸に狭窄があって起こる症状です。しかも便が
ある程度硬くなっているＳ状結腸や直腸の癌で
起こる症状で、便が水様である上行・横行・下行
結腸ではかなり大きな癌にならないとほとんど症
状は出ません。したがって大腸癌をできるだけ早
く見つけるためには検査が必要です。

　大腸癌を発見する検査としては大腸内視鏡
検査、バリウムを使った注腸造影検査、高性能
のＣＴ検査、カプセル内視鏡がありますが、いず
れも前日から検査食を食べ、下剤で腸を空っぽ
にする前処置が必要で、検査も胃に比べて時
間がかかります。そこで簡単にできる便潜血検
査（便に混じる微量の血液を検出）が大腸癌
発見のために有効です。便潜血検査は「早期
癌」を発見することは困難（進行癌で７～８割の
人が陽性になり早期癌では陽性率は２～３割）
ですが「大腸癌で死なない」ためには有効で

す。大腸癌の5年生存率
（治る割合）は早期癌
では当然90％～100％
ですが進行癌でも70％
～80％です。便潜血検
査をきっかけに内視鏡
検査を受けて発見され

る大腸癌で多くの癌が治癒しています。また、
より精度の高い便検査（コリバクチン産生菌検
査）も実用化が期待されています。ただし、前述
した「症状」がある人は最初から内視鏡検査を
受けましょう。

　癌が大腸壁の浅いところに止まっている時には
内視鏡的切除で完治できます。少し深く筋層まで
及んでいる時には手術が必要です（腹腔鏡、開腹
手術、ロッボト手術）。また癌がどこまで広がってい
るか、リンパ節転移があるかによって、放射線治療
や抗がん剤治療
が併用されます。
前述したように進
行癌であっても完
治できる可能性
が高いのが大腸
癌です。そのため
に有効とされてい
る『便潜血』検査
を定期的に受け
ましょう。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
）
は
、
世
界

的
に
感
染
の
拡
大
が
み
ら
れ
、
日
本

に
お
い
て
も
患
者
さ
ん
は
全
国
的
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年

４
月
７
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
、
い
っ
た
ん
解
除
さ
れ
ま
し
た

が
、
７
月
に
な
り
再
び
感
染
者
が
増

加
し
、
第
二
波
が
襲
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
の
感
染
者
は
成
人
に
比
較
す

る
と
少
な
い
の
で
す
が
、
国
内
に
お
い

て
も
増
加
し
て
お
り
、
子
ど
も
の
感
染

者
を
想
定
し
た
診
療
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
感
染
対
策
は
必
要
で
す
が
、

可
能
な
範
囲
で
日
常
生
活
を
続
け
る
こ

と
も
子
ど
も
の
成
長
や
発
達
に
不
可
欠

な
こ
と
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
不
確
定
な
要
素
は
多
く

状
況
に
応
じ
て
内
容
の
変
更
は
あ
り

ま
す
が
、
現
時
点
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
疑
問
に
つ
い
て

書
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
１　

子
ど
も
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
す
る
と
ど
の
よ
う
な
症

状
が
出
ま
す
か
？

Ａ　

感
染
者
数
は
成
人
に
比
べ
る
と
少

な
い
で
す
が
、
な
ぜ
少
な
い
か
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

感
染
し
た
子
ど
も
を
調
査
す
る

と
、
家
庭
内
で
の
感
染
、
同
じ
教
室

内
で
の
感
染
な
ど
濃
厚
接
触
者
に
よ

る
感
染
が
多
い
よ
う
で
す
。
発
熱
、

乾
い
た
咳
を
認
め
る
一
方
で
、
鼻
汁

（
鼻
み
ず
）
や
鼻
閉
（
鼻
づ
ま
り
）

は
少
な
い
よ
う
で
す
。
成
人
と
同
じ

よ
う
に
ま
れ
に
肺
炎
に
な
る
例
も
あ

り
ま
す
。

　

一
部
の
患
者
さ
ん
で
は
、
嘔
吐
、

下
痢
な
ど
消
化
器
症
状
も
認
め
る
よ

う
で
す
。
欧
米
諸
国
か
ら
報
告
さ
れ

て
い
る
川
崎
病
の
よ
う
な
症
状
は
国

内
で
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
子
ど
も
は
正
確
に
症
状
を

訴
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
注
意
す
べ
き

で
す
。

Ｑ
２　

子
ど
も
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
重
症
化
し
ま
す

か
？

Ａ　

子
ど
も
の
感
染
者
が
重
症
化
す

る
場
合
は
成
人
と
比
べ
る
と
少
な
い

よ
う
で
す
。
し
か
し
成
人
同
様
に
呼

吸
状
態
が
悪
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
２
歳
未
満
の
子
ど
も
は
重
く
な

る
傾
向
が
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

Ｑ
３　

子
ど
も
に
発
熱
、
咳
が
ひ

ど
い
な
ど
の
症
状
が
出
た
場
合
の

対
処
の
方
法
は
？

Ａ　

症
状
が
出
た
場
合
、
速
や
か
に

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
最
も
的
確
な

方
法
と
考
え
ま
す
。

　

今
の
段
階
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
に
対
す
る
特
別
な
治
療

法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
症
療
法
に
頼

る
の
み
で
す
。
子
ど
も
の
場
合
、
他

の
病
原
体
に
よ
る
感
染
症
も
十
分
に

考
え
ら
れ
ま
す
。
様
子
を
見
よ
う
と

放
置
し
て
い
ま
す
と
発
熱
が
続
き
、

呼
吸
が
苦
し
く
な
り
、
食
欲
も
な
く

な
り
、
ぐ
っ
た
り
と
し
短
期
間
に
重

症
化
し
ま
す
。

　

現
時
点
に
お
い
て
、
国
内
で
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

い
る
子
ど
も
は
そ
う
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
ず
、
家
庭
内
も
含
め
て
感
染

者
と
濃
厚
接
触
が
あ
っ
た
か
ど
う
か

を
確
か
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
保

健
所
に
相
談
し
て
も
「
か
か
り
つ
け

医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｑ
４　

母
乳
は
や
め
た
方
が
い
い

で
す
か
？

Ａ　

母
親
が
感
染
し
て
い
る
場
合

は
、
接
触
や
咳
を
介
し
て
子
ど
も
に

感
染
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
直
接

の
授
乳
は
避
け
る
べ
き
で
す
。
母
乳

自
体
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
現
時
点

で
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

外
国
の
報
告
で
は
感
染
し
た
母
親
の

母
乳
か
ら
ウ
イ
ル
ス
は
検
出
さ
れ
な

か
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て

母
親
が
解
熱
し
状
態
が
安
定
し
て
い

れ
ば
、
手
洗
い
な
ど
を
行
っ
た
上
で

搾
乳
に
よ
り
母
乳
を
与
え
る
こ
と
は

可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。

紙上「健康づくり講座」

　

介
護
相
談
セ
ン
タ
ー
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

し
て
働
き
始
め
て
、
早
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
仕
組
み
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
流
れ

な
ど
を
日
々
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
利
用
者
様
の
希
望
や
必

要
性
を
す
り
合
わ
せ
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
を
位
置

付
け
て
い
く
仕
事
で
す
。
目
の
前
の
利
用
者
様

だ
け
で
は
な
く
、
ご
家
族
の
事
情
や
思
い
に
も

触
れ
る
機
会
が
多
い
で
す
。
最
近
で
は
特
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
の
不
安
も
多

く
見
聞
き
し
て
い
ま
す
。
感
染
予
防
対
策
は
勿

論
の
こ
と
、
今
ま
で
に
な
い
世
の
中
の
動
き
に

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
利
用
者
様
に
寄
り
添
え

る
の
か
が
課
題
で
す
。

　

何
が
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
世

の
中
で
す
が
、
こ
れ
も
ま
た
長
い
人
生

の
一
部
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
し
て
、
皆
様
の
人
生
に
寄
り

添
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大腸癌で死なないために②

  大腸癌で死なないための便潜血検査

  早期大腸癌は内視鏡治療

  大腸癌の発生の3つのケース

  大腸癌の症状は初期にはでにくい

　

２
０
２
０
年
７
月
よ
り
、
梶
原
診

療
所 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部 

職
場

責
任
者
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
た
溝
口
哲
朗
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
大
学
病
院
や
回
復

期
病
院
に
て
急
性
期
〜
回
復
期
〜
生

活
期
、
さ
ら
に
は
大
学
院
に
て
技
術

経
営
を
学
ぶ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
東
京
ふ

れ
あ
い
医
療
生
協
で
は
、
２
０
１
３

年
よ
り
入
職
し
、
梶
原
診
療
所
の
入

院
や
外
来
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
注
力
し
、
ま
た

法
人
内
で
は
、
基
本
理
念
や
ク
レ
ド
の

策
定
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び

東
京
ふ
れ
あ
い
医
療
生
協
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
に
携
わ
る
こ

と
を
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
世
界
中
に
蔓
延
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
は
、
皆

様
の
生
活
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
収
束
の
目
途
が
立
た
な
い
状

況
で
、
東
京
ふ
れ
あ
い
医
療
生
協
の

地
域
社
会
に
お
け
る
意
義
が
大
き
く

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
ク
レ

ド
の
も
と
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

部
が
ど
ん
な
形
で
お
役
に
立
て
ら
れ

る
か
、
内
部
組
織
か
ら
社
会
全
体
を

俯
瞰
し
な
が
ら
、
一
歩
ず
つ
目
の
前

の
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
、〝
正
々

堂
々
〞
と
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
を
今
後
の
発
展
の
た
め
に
注
ぎ

込
ん
で
い
く
所
存
で
す
の
で
、
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
７
月
よ
り
介
護
相
談
セ

ン
タ
ー
の
所
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
で
す
の
で
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
今
後
の
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー

の
未
来
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
が
ま
ず
進
め
て
い
き
た
い
の
は
、

事
業
所
を
ひ
と
つ
の
家
族
に
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
。
ど
ん
な
と
き
も
助

け
合
え
る
、
励
ま
し
合
え
る
、
認
め

合
え
る
よ
う
な
信
頼
関
係
を
築
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
際
、
も
う

既
に
私
は
そ
の
家
族
か
ら
い
ろ
い
ろ

助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
は
ひ
と
り
ひ
と
り
の
得
手
に
よ
っ

て
助
け
ら
れ
て
も
い
ま
す
。

　

次
に
進
め
て
い
き
た
い
の
は
そ
の

得
手
（
才
能
）
を
伸
ば
し
自
覚
に
つ

な
げ
、
お
互
い
が
お
互
い
を
誇
り
に

思
え
る
よ
う
な
技
能
・
技
術
に
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
認
め
合
い
協
力
で
き
る
事
業

所
は
と
に
か
く
強
い
。
で
す
が
、
も

う
こ
の
序
章
は
既
に
動
き
出
し
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
な
の
で
、

私
の
役
割
は
明
瞭
で
す
。
今
、
動
き

出
し
て
い
る
ひ
と
り
ひ
と
り
の
「
人
」

を
大
切
に
そ
の
「
才
能
」
の
後
押
し

を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
輝
け
る

家
族
作
り
で
す
。

　

最
後
に
掲
げ
た
い
こ
と
は
、
ず
ば
り

笑
う
こ
と
。
こ
れ
は
平
常
心
を
保
つ
た

め
に
も
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
な

に
ぶ
ん
ス
ト
レ
ス
の
多
い
仕
事
で
す
か

ら
。
で
す
が
そ
の
部
分
は
既
に
完
成
形

の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
困
難
が
押
し
寄

せ
て
こ
よ
う
と
も
家
族
一
丸
で
乗
り

越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

梶
原
診
療
所
は
じ
め
各
診
療
所
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
と
し
て
受
診
時

の
検
温
、
入
り
口
で
の
ア
ル
コ
ー
ル
手
指
消
毒
、

マ
ス
ク
着
用
等
の
対
策
を
講
じ
、
安
全
に
配
慮
し

な
が
ら
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
診
療
所
を
ご

利
用
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
消
毒
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
直
接

来
院
せ
ず
、
事
前
に
診
療
所
へ
お
電
話
に
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
別
途
、
来
院
時
の
注
意
点
や
来
所

時
間
を
ご
案
内
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
症
状
に
よ
っ

て
は
予
約
前
に

「
帰
国
者
・
接
触
者

相
談
セ
ン
タ
ー
」

へ
の
連
絡
を
お
願

い
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
皆
様
の

ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま

す
。

梶原診療所
リハビリテーション部
職場責任者

溝口 哲朗

介護相談センター
所長

坂爪 成明

（
北
條
）

（
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー
　
江
口 

美
子
）

　
今
回
は
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
通
称
Ｆ
Ｆ
Ｃ
）
に
お

じ
ゃ
ま
し
、
昨
年
４
月
に
新
所
長
と

し
て
赴
任
さ
れ
た
渡わ

た

邊な
べ 

仁ひ
と
し

先
生
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Q
…
以
前
は
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に

勤
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
？

A
…
大
き
い
急
性
期
病
院
に
内
科
医

と
し
て
勤
め
て
い
ま
し
た
。
放
っ
て

お
く
と
あ
と
数
時
間
で
亡
く
な
っ
て

し
ま
う
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
患
者

さ
ん
を
相
手
に
し
て
い
た
の
で
、
時

間
が
経
つ
速
さ
は
こ
こ
と
全
然
違
い

ま
し
た
ね
。

Q
…
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
最
初
に
来
た
と
き
は
ど
う

い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
か
？

A
…
小
さ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
だ
な
と
。

（
笑
）
今
は
王
子
駅
か
ら
バ
ス
で

通
っ
て
い
ま
す
が
、
最
初
は
最
寄
り

の
駅
が
ど
こ
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

Q
…
環
境
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
た
と

思
う
の
で
す
が
、
前
の
病
院
と
今
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
ど
ち
ら
が
良
か
っ

た
で
す
か
？

A
…
一
長
一
短
で
ど
ち
ら
も
良
か
っ

た
で
す
よ
。
大
き
い
病
院
の
方
は
何

か
起
こ
っ
て
か
ら
対
応
す
る
。
そ
れ

に
比
べ
て
こ
こ
で
は
何
か
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
す
る
、
い
わ
ゆ
る
予
防

的
な
側
面
が
大
き
い
で
す
よ
ね
。
大

き
い
病
院
で
検
査
を
バ
ン
バ
ン
や
る

の
も
、
こ
こ
で
患
者
さ
ん
の
話
を

ゆ
っ
く
り
聞
く
の
も
、
正
直
ど
ち
ら

も
楽
し
い
で
す
。

Q
…
ど
の
よ
う
な
思
い
で
働
い
て
い

ま
す
か
？

A
…
僕
は
常
に
「
健
康
の
意
味
」
を

考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
10
個
く
ら
い
病
気
を
持
っ
て
い
た

と
し
て
も
、
楽
し
い
こ
と
を
い
っ
ぱ

い
し
て
健
康
な
人
っ
て
い
る
わ
け
で

す
よ
。
逆
に
な
ん
の
病
気
が
な
く
て

も
、
自
分
は
常
に
病
気
な
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
不
安
に
な
り
す
ぎ
て
も
あ
ま

り
幸
せ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
健
康
の
意
味
・
価
値
は
人
そ
れ

ぞ
れ
な
の
で
患
者
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q
…
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
や
お
休
み

の
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま

す
か
？

A
…
こ
こ
１
年
く
ら
い
で
マ
ラ
ソ
ン

を
始
め
た
の
で
、
最
近
は
仕
事
終
わ

り
に
よ
く
走
っ
て
い
ま
す
。
月
に

１
５
０
〜
２
０
０
㎞
く
ら
い
走
っ
て

い
ま
す
ね
。
５
歳
の
息
子
と
３
歳
の

娘
が
い
ま
す
の
で
、
土
日
は
子
ど
も

た
ち
と
遊
ん
で
１
日
終
わ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
今
は
あ
ま
り
組
合
員
活
動

に
参
加
で
き
て
い
な
い
の
で
す
が
、

今
後
は
も
っ
と
参
加
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。

　
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ

ク
が
あ
る
足
立
区
宮
城
・
小
台
地
域

は
、
周
り
を
荒
川
と
隅
田
川
に
囲
ま

れ
ひ
と
つ
の
島
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
今
回
初

め
て
訪
れ
ま
し
た
が
、
小
台
電
停
か

ら
バ
ス
に
乗
り
継
ぎ
、「
宮
城
小
学

校
前
」
の
バ
ス
停
で
降
り
る
と
す
ぐ

目
の
前
に
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク

リ
ニ
ッ
ク
が
あ
っ
た
の
で
思
っ
た
よ

り
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
島

唯
一
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
、
渡

邊
先
生
を
は
じ
め
白
衣
で
統
一
さ
れ

た
受
付
の
方
々
や
看
護
師
さ
ん
た
ち

が
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
お
か
げ
で

こ
の
地
域
の
命
と
健
康
が
守
ら
れ
て

い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
渡
邊
先

生
、
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
み
な
さ
ん
、
お
忙
し
い
と

こ
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

渡邊 仁先生

ふれあいファミリークリニックの受付の皆さん

 みぞ ぐち   てつ ろう  さか つめ   しげ あき

受 付 窓口から皆さんへ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

小
児
に
お
け
る
特
徴

－

注
意
点

び 

じ
ゅ
う

び 
  

へ
い

げ　

 　
り

お
う 　
と

そ
の
１

就 任 の ご 挨 拶
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